
 

 

第 2 次恵那市総合計画地域計画 

自治区名  笠 置 地 域 自 治 区 

 

【地域の現状】 
笠置町は、北に笠置山、南に木曽川、東に大井ダム、西に笠置ダムに囲まれ自然環境に

恵まれた風光明媚な場所で国指定の文化財「ひとつばたご」・笠置峡・笠置山などの観光

スポットが点在しています。地域資源を生かしたボルダリングの普及やユズによる特産品

の開発に取り組んでまちの自立を目指していますが、地域住民の参加が必要です。青色パ

トロールや高齢で独居者のセンサーによる見守り活動を行っていますが、高齢者の生きが

い、高齢者支援対策の取り組みも必要です。若者の地域離れや出生率の大幅な減少で少子

高齢化・過疎化に歯止めがかからず、早急に対策に取り組まないと、このままでは、１０

年後には限界集落になってしまいます。また、農林業の衰退による間伐の遅れ、耕作放棄

地の増加など、限られた地域資源が失われつつあります。土砂災害特別警戒区域等の指定

がされるなか災害対策が緊急の課題となっています。  

 

【キャッチフレーズ】   

自然・ふるさと・香る・たくましく生きる人が輝く かさぎ 

 
【目指すべき地域の姿(地域の全体構想)】 

笠置町は、地域行事等の役が多く、特に若い世代への負担にもなっているため、若い世

代が地域にもっと自主的に参加でき、自由な意見を発言できる組織の見直しや行事の統一

などを進めていきます。子育てしやすい環境づくりが重要で、気軽に子育てに相談できる

ような場所の提供や親子で遊び・学べる場の確保など若い世代が住みやすく移住・定住で

きる環境整備を進めていきます。人と人のつながりを大切にし、いろんな課題をみんなの

知恵と行動で克服しながら「笠置に帰ろうよ・笠置に住もうよ」と思える魅力あるまちを

目指します。 

さらに、女性がもっと活躍でき、中心的役割を担えるような組織づくりを進め、こども

から高齢者まで安心・安全でいきいきとこころ豊かに暮らせるまちを目指します。 

笠置町は、山に囲まれた地形のため土砂災害特別警戒区域等の指定地域が多いため「地

域で守る・助け合う」の考えのもと、安全で安心して生活できるための減災対策に取り組

み、避難場所・防災拠点及び地域の活動拠点について、施設へのアクセス道路も考慮し、

親しまれ使いやすい有機的な施設整備の協議を行っていきます。 

農林業の衰退により限られた地域資源が失われつつあるため、笠置山の豊かな自然に囲

まれた地域資源を生かし、ボルダリングの町、ユズの町として自立できる活動を目指し、

農林業を守りながら笠置のよさをいつまでも伝え続けられるまちを目指します。 

 
 

 



 

 

【計画の柱(基本目標)】  
１ 若者の住みやすいまちづくり 

   「笠置に帰ろうよ・笠置に住もうよ」と言われるまちにするため、若い世代が安心して働

ける支援や田舎の魅力を活かしたまちづくりを進めていきます。 

 
２ こころ豊かに暮らせるまちづくり 

    こどもから高齢者まで安心して暮らせるために、防犯・防災に強いまち、女性が活躍で

きるまちの仕組みづくり・高齢者の生きがいづくりを進めていきます。 

 
３ 笠置のよさをいつまでも伝え続けられるまちづくり 

 豊かな自然に囲まれた地域資源を生かした活動の推進により豊かな心づくりを行い、地 

域の住民が協力して笠置の風景の保全を進めていきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 



 

 

【基本施策】  

計画の柱１： 若者の住みやすいまちづくり  

（1）「笠置に帰ろうよ・笠置にすもうよ」施策の推進 

若い世代が安心して働けるため、住民が共に支え合う体制づくりを進めるととも

に、行事の統一や組織の見直しによる若い世代の負担軽減対策に取り組みます。 

（2）空き家情報発信 

空き家情報を積極的に発信し、移住・定住の促進を図るための環境を整え、住み

やすいまちを目指します。 

 

計画の柱２： こころ豊かに暮らせるまちづくり 

（1）子育て支援の充実 

子どもが安心して遊べる広場や学童保育の充実などの支援により、子育てしやす

い環境づくりを進めていきます。 

（2）安全・安心活動の充実 

青色パトロールや高齢で独居世帯のセンサーによる見守り活動の推進などの高齢

者支援対策に取り組むとともに、土砂災害特別警戒区域等の危険地域には、行政と

連携した防災対策に取り組み、安心して生活しやすい環境づくりを進めます。 

 (3) 女性の活躍推進 

     役職や各種行事の運営など女性が自主的に参加・活躍できる体制づくりを進めて

いきます。 

(4) 高齢者の生きがいづくり  

道の駅等を利用した農産物の販売システムの確立、生き生きサロンやサークル活

動などの推進により高齢者の生きがいづくりを進めます。 

  

計画の柱３： 笠置のよさをいつまでも伝え続けられるまちづくり 

（1） 森林・農地の景観保全 

自然豊かな景観を自ら大切にするため、荒廃する森林・農地の保全に努め、笠置

山と裾野に広がる里山の魅力を観光資源として活用して行きます。 

（2）ボルダリング、ユズなど地域資源の活用 

笠置山の豊かな自然を活かしたボルダリングやユズ製品の開発により笠置町を 

全国に発信しながら、各種イベントの開催や後継者の育成を進めていきます。 

(3) 伝承文化・史跡の保存・伝承    

地域の財産である伝統芸能・史跡を保存・伝承し、後継者育成に努め､地域住民

の絆づくりを行い、こころ豊かな町を目指します。 

 
 
 
 
 



 

 

【地域間連携での取り組み】 
 

連携する地域         計画の柱(基本目標)及び施策の項目  

 

 ☆飯地町    柱：足元の魅力に磨きをかける“飯地まるごと再発見”  

項目：まちの魅力発見、発信 

☆笠置町    柱：笠置のよさをいつまでも伝え続けられるまちづくり 

      項目：ボルダリング、ユズなど地域資源の活用 

    ☆中野方町    柱：みんなが生き生きする 

     項目：魅力ある土地利用計画の作成 

取り組み内容 

◎(地域の魅力発信) 

笠周地区にはそれぞれ魅力となる景観、伝統芸能、食文化があります。イベントによる 

物販販売など各地域が連携して取り組むことにより、さらなる集客を高めて行きます。 

また、統一を持たせた地域ブランドの構築を進め、ネット販売等をはじめとする、イン 

ターネットによる情報発信を一本化にすることにより、多くの情報が集約され魅力が高ま 

るとともに、観光など回遊できるエリアの拡大が期待されます。 

 

 

 

 

 

連携する地域         計画の柱(基本目標)及び施策の項目  

 

☆飯地町    柱：足元の魅力に磨きをかける“飯地まるごと再発見”  

項目：まちの魅力発見、発信 

☆笠置町    柱：笠置のよさをいつまでも伝え続けられるまちづくり 

      項目：ボルダリング、ユズなど地域資源の活用 

    ☆中野方町    柱：みんなが生き生きする 

     項目：移住・定住の促進をする 

取り組み内容 

◎(多種多様な人材の発見)  

笠周地区において人口減少が大きな課題となっています。Uターン Iターンを増やし人口減

少を抑制するためには、地域の魅力を発信するとともに、交流人口を増やす必要があります。 

そのためには、景観、施設だけで無く、人のつながりが重要な視点となります。地域の隠れ

た多種多様な人を見つけるためには、地域間で連携して、広域で教授いただき活躍できるよ

う、後継者の育成を含めて、人材バンクの登録など、人財の集積を進めて行きます。 

 

 

 

 



 

 

 

連携する地域      計画の柱(基本目標)及び施策の項目  

☆飯地町     柱：まちぐるみで“子育て”と“生きがい人生”をサポート 

          項目：高齢者の生きがいづくりとケア 

☆笠置町     柱：こころ豊かに暮らせるまちづくり  

            項目：子育て支援の充実  安全・安心活動の充実         

☆中野方町       柱：安心して暮らせるまちにする 

       項目：福祉の拠点づくりと活用 

取り組み内容 

◎(福祉機能の強化)  

高齢化が進む中で、高齢世帯や、独居世帯の増加により、高齢者が安心して地域で生 

活するための支援体制や環境整備を進めながら介護施設等を誘致し、生き生きと元気で 

暮らせるよう生活環境の向上を進めていきます。 

 また、子育て支援も、協力して子育てができる支援体制やネットワーク化を図り、地域 

で子育てが楽しくなる仲間づくりを目指します。 

 

 

 

 

 

連携する地域      計画の柱(基本目標)及び施策の項目  

 

  ☆飯地町    柱：足元の魅力に磨きをかける“飯地まるごと再発見”  

項目まちの魅力発見、発信 

☆笠置町    柱：笠置のよさをいつまでも伝え続けられるまちづくり 

項目：森林・農地の景観保全 

   ☆中野方町   柱：里山の恵みを活かす 

     項目：山林、原野を元気にする 

取り組み内容 

◎(里山資本主義による地域経済の活性化)  

笠周地域の景観を守るため、間伐の推進、耕作放棄地の解消などを進めていく上で、 

新たな人材が必要となります。 

これらを行っていく人材を育成し新たな起業、雇用の場となり生業ができるよう、地 

元企業、まちづくり団体も巻き込んだ体制を整え、6次産業化に代表される、地域経済 

の活性化を進めていきます。 

 自然豊かな笠置山の資源を活かした環境整備やイベントの開催等により多くの集客を 

高めて行きます。 

 
 
 

 

 

 



 

 

 

連携する地域      計画の柱(基本目標)及び施策の項目  

 

☆武並町    柱：人が行き交う交流のまち  

項目：観光資源の活用 

☆笠置町    柱：笠置のよさをいつまでも伝え続けられるまちづくり  

    項目：森林・農地の景観保全 

取り組み内容 

◎（川を活かした景観作り） 

両地区を流れる木曽川の対岸を活用した新しい景観づくりを推進します。今ある自然 

景観だけではなく、人の手による観光資源となる景観作りを両地区で検討し、交流人口 

の増加を目指します。 

 

 

 

 
【全市的な共通課題への取り組み提案】 

提案事項

 
分  野 

 

     内          容 

  
福  祉  

  

 

 

独居で高齢者の見守り事業 

 近くに近親者がなく、家族が見守ることができない独居で高齢者 

の安否を人感センサーにより見守り、孤独死・孤立死をなくすため 

の取り組みをお願いいたします。 

      


